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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月29日(2016.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）１重量％～１５重量％、または２重量％～８重量％の、以下のモノマー単位：
（ａ）０～４０重量％の１種または複数の式（Ｉ）のエチレン性不飽和エステル化合物
【化１】

（式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、
Ｒ１は、１～５個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和の、直鎖もしくは分枝のアル
キル基、または３～５個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和のシクロアルキル基で
あり、
Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立して、水素、または式－ＣＯＯＲ’の基（式中、Ｒ’は
、水素、または１～５個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和の、直鎖もしくは分枝
のアルキル基）である）；
（ｂ）１０～９８重量％、または２０～９５重量％の１種または複数の式（ＩＩ）のエチ
レン性不飽和エステル化合物
【化２】

（式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、
Ｒ４は、６～１５個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和の、直鎖もしくは分枝のア
ルキル基、または６～１５個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和のシクロアルキル
基であり、
Ｒ５およびＲ６は、それぞれ独立して、水素、または式－ＣＯＯＲ’’の基（式中、Ｒ’
’は、水素、または６～１５個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和の、直鎖もしく
は分枝のアルキル基）である）；
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（ｃ）０～３０重量％、または５～２０重量％の１種または複数の式（ＩＩＩ）のエチレ
ン性不飽和エステル化合物
【化３】

（式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、
Ｒ７は、１６～４０個、または１６～３０個の炭素原子を有する、飽和もしくは不飽和の
、直鎖もしくは分枝のアルキル基、または１６～４０個、または１６～３０個の炭素原子
を有するシクロアルキル基であり、
Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立して、水素、または式－ＣＯＯＲ’’’の基（式中、Ｒ
’’’は、水素、または１６～４０個、または１６～３０個の炭素原子を有する、飽和も
しくは不飽和の、直鎖もしくは分枝のアルキル基）である）；
（ｄ）０～３０重量％のビニルモノマー；
（ｅ）２～１０重量％の少なくとも１種のＮ－分散剤モノマー
を含み、成分（ａ）～（ｅ）の合計が１００重量％である、１種または複数のポリアルキ
ル（メタ）アクリレート、
　（Ｂ）１ｐｐｍ～１０００ｐｐｍ、または５００～１０００ｐｐｍのＭｏが得られる量
の１種または複数の有機モリブデン化合物；
　（Ｃ）２５ｐｐｍ～６５０ｐｐｍ、または１５０～５００ｐｐｍのＰが得られる量のリ
ン化合物；
　（Ｄ）
（ｉ）約０．１重量％～２．０重量％、または０．２５重量％～１．２５重量％、または
０．５重量％～１．５重量％のアミン系酸化防止剤；
（ＩＩ）０．１重量％～２．０重量％、または０．５重量％～１．５重量％、または０．
７５重量％～１．５重量％のフェノール系酸化防止剤；
（ＩＩＩ）０．１重量％～２．０重量％、または０．２５重量％～１．５重量％、または
０．４重量％～１．０重量％、または０．４重量％～０．９重量％の無灰系ジチオカルバ
メート
を含む酸化防止剤系；および
　（Ｅ）ベースオイル
を含む潤滑組成物であって、組成物の成分（Ａ）～（Ｅ）を加えた合計が１００重量％と
なる潤滑組成物。
【請求項２】
　（Ｆ）１．０重量％～１０．０重量％、または２．０重量％～６．０重量％の分散剤
　（Ｇ）１．０重量％～５．０重量％、または１．０重量％～４．０重量％の金属洗浄剤
　（Ｈ）０重量％～３．０重量％、または０重量％～２．０重量％の腐食阻害剤
　（Ｉ）０.１重量％～５．０重量％、または０.１重量％～１．６重量％の流動点抑制剤
　（Ｊ）合計で０.１重量％～８．０重量％、または２．０重量％～６．０重量％となる
、１種または複数のさらなるＶＩ改善剤
　（Ｋ）低分子量のさらなるポリアルキル（メタ）アクリレートベースのＶＩ改善剤
の１つまたは複数をさらに含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項３】
　ビニルモノマー（ｄ）が、スチレンおよび置換スチレンからなる群から選択される、請
求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項４】
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　Ｎ－分散剤モノマー（ｅ）が、
　Ｎ－ビニル性モノマー、（メタ）アクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸アミド、（
メタ）アクリル酸イミドからなる群、
　式（ＩＶ）のモノマー、
【化４】

（式中、
Ｒ１０、Ｒ１１およびＲ１２は、独立して、Ｈ、または１～５個の炭素原子を有する直鎖
もしくは分枝のアルキル基であり、
Ｒ１３は、Ｘ＝ＯまたはＸ＝ＮＨであり、Ｙが（＝Ｏ）または（＝ＮＲ１５）である、基
Ｃ（Ｙ）Ｘ－Ｒ１４のいずれかであり、
式中、Ｒ１５は、１～８個の炭素原子を有するアルキル基、またはアリール基であり、
Ｒ１４は、基－ＮＲ１６Ｒ１７（式中、Ｒ１６およびＲ１７は、独立して、Ｈ、または１
～８個の炭素原子を有する直鎖もしくは分枝のアルキル基を表すか、あるいはＲ１６およ
びＲ１７は、これらが結合している窒素と一緒になって、窒素、酸素または硫黄からなる
群から選ばれる１個または複数のヘテロ原子を場合によって含有する４～８員の飽和また
は不飽和の環を形成し、前記環は、アルキルまたはアリール基でさらに置換されていても
よい）で置換されている１～２０個の炭素原子を有する直鎖もしくは分枝のアルキル基を
表すか、または
Ｒ１３は、基ＮＲ１８Ｒ１９（式中、Ｒ１８およびＲ１９は、これらが結合している窒素
と一緒になって、窒素、酸素または硫黄からなる群から選ばれるヘテロ原子との二重結合
を形成する、環の一部としての少なくとも１個の炭素原子を含有する４～８員の飽和また
は不飽和の環を形成し、前記環は、アルキルまたはアリール基でさらに置換されていても
よい）である）
　ビニル置換された窒素複素環式モノマー、Ｎ－ビニル－置換された窒素複素環式モノマ
ー、ジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタクリレートモノマー、ジアルキル
アミノアルキルアクリルアミドおよびメタクリルアミドモノマー、Ｎ－第三級アルキルア
クリルアミドおよび対応するメタクリルアミド、ビニル置換されているアミン、ならびに
Ｎ－ビニルラクタムからなる群、
　Ｎ－ビニルピロリジノンおよびＮ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミドからなる群、
から選択される、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項５】
　有機モリブデン化合物が、（ａ）約１モルの脂肪油、約１．０～２．５モルのジエタノ
ールアミン、および複合体の重量に対して、約０．１～１２．０パーセントのモリブデン
を生成するのに十分なモリブデン供給源の高温での反応生成物であって、構造式（ＶＩａ
）または（ＶＩｂ）
【化５】
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（式中、Ｒ１４は、脂肪油残基を表す）を有する、少なくともいくつかの化合物を含む反
応生成物、ならびに（Ｂ）ジアルキルジチオカルバメートモリブデンのうちの１つまたは
両方を含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項６】
　脂肪油残基が少なくとも２２個の炭素原子を含有する高級脂肪酸のグリセリルエステル
である、請求項５に記載の潤滑組成物。
【請求項７】
　グリセリルエステルが、植物油および動物性油からなる群から選択される、請求項６に
記載の潤滑組成物。
【請求項８】
　グリセリルエステルが植物油であると、ココナッツ、コーン、綿実、亜麻仁、ピーナッ
ツ、ダイズまたはヒマワリ種由来であり、
　グリセリルエステルが動物脂肪油であると、獣脂である、請求項７に記載の潤滑組成物
。
【請求項９】
　リン含有化合物が、１種または複数の亜鉛ジアルキルジチオリン酸（ＺＤＤＰ）化合物
を含むＺＤＤＰ組成物からなる群から選択される、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１０】
　ベースオイルが、ＡＰＩグループＩ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶまたはＶのオイルからなる群
から選択される、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１１】
　１種または複数の有機モリブデン化合物として、（ａ）約１モルの脂肪油、約１．０～
２．５モルのジエタノールアミン、および複合体の重量に対して、約０．１～１２．０パ
ーセントのモリブデンを生成するのに十分なモリブデン供給源の高温での反応生成物とし
て形成された化合物であって、構造式（ＶＩａ）または（ＶＩｂ）
【化６】

（式中、Ｒ１４は脂肪油残基を表す）を有する少なくともいくつかの化合物を含む化合物
と、（ｂ）ジアルキルジチオカルバメートモリブデンとの両方；
　リン化合物として、亜鉛ジアルキルジチオリン酸；
　酸化防止剤の成分として、アルキル化ジフェニルアミン；
　無灰系ジチオカルバメート、好ましくは、メチレンビスジブチルジチオカルバメート、
ならびに
　フェノール系酸化防止剤、または、イソ－オクチル－３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート
を含む、請求項２に記載の潤滑剤組成物。
【請求項１２】
　金属洗浄剤、またはスルホン酸カルシウム
　分散剤、またはビス－スクシンイミド分散剤
　流動点抑制剤、またはポリ（メタ）アクリレート、および
　腐食阻害剤、またはトルトリアゾール
をさらに含む、請求項１１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項１３】
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　標準および／または低温での燃費を提供するエンジンを潤滑する方法であって、請求項
１から１２のいずれか一項に記載の潤滑組成物でエンジンを潤滑することを含む、方法。
【請求項１４】
　低温は、３３℃以下、または２０℃以下である請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の潤滑剤組成物をオイルに加えることによって
、銅腐食を削減し、ターボチャージャー堆積物を低下させるための方法。
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